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６月３０日に試験再開を承認
原子力安全・保安院の見解

６月３０日の核燃料サイクル安全小委員会で承認



日経記事
７月２１日



また止ったーガラス固化

• 流下停止の経過・結果の事実確認

ーそれが示唆するもの

• 真の原因は炉内に？

Ａ溶融炉の経歴ー白金族に堆積

• 調査・検討結果の公開

• 停止の意味する重大性に即して、どの
ように政治的問題にしていくか





避けられない

白金族の沈降・
堆積

Ｂ電極 Ａ電極

スリット



昨年１２月２７日より半年間停止



Ｂ電極 Ａ電極

•炉内に１２倍
分(４８００ｋ
ｇ)のガラス

•６月１７日か
ら熱上げ運転



•１２：００ 廃液供給開始 ⇒主－主通電

•１８：００ 主－底部電極間通電開始

•１９：２３ 結合装置とガラス固化体容

器の結合

•２０：００ 高周波加熱 流下ノズル上

段加熱開始

•２１：００ 同 流下ノズル前段加熱開始

•２１：１１ ガラス流下を確認

•２１：４３ 流下の継続が確認できなかっ

たため,緊急流下停止措置

•２１：４６ 主－底部電極間通電を停止

４００ｋｇ流下するはずが、数百ｇで停止 •炉内に１２倍分
(４８００ｋｇ)の
ガラス

•６月１７日から
熱上げ運転



調査：流下ノズルの加熱
性の確認

・流下ノズルの加熱状態に
おいて、流下ノズルの発
光及び結合装置内部の発
光は確認できなかった。

・また、昇温性のデータか
ら、流下ノズルの加熱性に
過去のデータとの有意な
差は見られなかった。





注：第２図は経過報告の１０頁のグラフと８頁の時系列を基に、主―底部電極間通電
開始時から２４０分までの時間経過をまとめたもの。

図３．流下ノズルと底部電極
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流下ノズル出口

高周波加熱コイル

化学試験時

今回





数百グラム流下した後に流下停止
は何を意味するか

•流下ノズル内のガラス重量はおよそ数百グ
ラムに相当

•炉内底部から何かが降りてきて流下ノズル
内を満たしたころに停止したのではないか





Ａ溶融炉の炉内はどうなっている

白金族が堆積した経歴

をもつＡ溶融炉の実態

白金族は除去できていたのか





防塵ブーツ
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Ａ溶融炉の経歴

•07.11.4  ガラス固化開始

•07.12.27 ガラス固化停止

•08.2.14  安全小委で安定な運転方法を具体的に示すよう宿題

•08.3.25  白金族の除去作業終了

•08.4.7   炉の加熱開始、

•08.4.14～ １体分の原料ガラスを溶融し、電気抵抗測定

→4.18に１体分の流下作業

•08.5.15    排風機の故障で溶融炉の運転停止―いつから運転？

•08.6.11     運転方針を含む報告書提出

•08.6.17    溶融炉の熱上げ運転再開―試験再開のための準備

•08.6.30    安全小委で保安院見解了承



◆炉底部のスリット内に存在した白金族（削り塵をも含
む）が熱上げ運転の過程で炉底部に沈降した可能性
がある

◆流下ノズル内のガラスが抜けた後に白金族が入り
込んだ可能性がある

◆高周波加熱コイルによって流下ノズルの管に誘導さ
れる渦電流が白金族を流れ流下ノズル内の温度が低
下して、流下が停止した可能性がある

流下停止の推理



• 流下ノズル内をていねいに調査せよ

• 炉内の特に底部のスリット内がどうなっているか
ていねいに調査せよ

• 炉内に存在するはずので白金族の削り屑・塵を
調査せよ―低い抵抗値の評価は？

現在は流下ノズル周辺のみ調査

★すべての調査結果を公表せよ―特に成分、

白金族の実態

★新たな故障関係委員会を含めてすべての

会議を公開せよ



事故・故障－防災関係
委員会

核燃料サイクル安全小委員会

再処理ワーキンググループ
(非公開)

原子力安全・保安院







おそまつーその１

• 放射能を含まない模擬廃液による試験

（コールド試験）で運転基準確立

⇒実廃液（放射能を含む）による試験に当ては
めて失敗

ー放射能が熱を出すことを忘れていた



おそまつーその２

• 実廃液の濃度が低すぎて

うまく行かないことが判明

ー廃液の濃縮器を、コストを理由に設
計段階で省略していた



高レベル濃縮廃液

不溶解残渣廃液

アルカリ濃縮廃液

六ヶ所施設

高レベル廃液

混合槽
供給槽供給液槽

ガラス
原料

東海１号溶融炉での濃縮器



おそまつーその３

• いまの溶融炉でもガラス固化可能
な廃液を合成

ーそれをガラス固化する

⇒ガラス固化体の本数が増える



おそまつーその４

• 白金族問題が露呈しない範囲に、
試験の固化体本数を抑える



本質的なおそまつ

•白金族の沈降・堆積を防ぐ手は
ないことを認める



フランス方式との比較







５.５倍

東海１号 原燃炉









高レベル濃縮廃液貯槽

地盤のズレによる配管の破壊

・冷却機能の喪失⇒沸騰

・水素掃気の喪失⇒爆発







高ﾚﾍﾞﾙ濃縮廃液入口

高ﾚﾍﾞﾙ濃縮廃液出口

冷却水入口

冷却水出口

かくはん装置

冷却コイル

高レベル
濃縮廃液
貯槽

容量１６０ｍ３ 貯槽：

１００万ｋW級原発

約２基分の放射能



高レベル濃縮廃液貯槽－冷却系



１ｍ前後



冷却が止ると

•約１５時間程度で沸騰

•放射能ミストを含む水蒸気で

フィルター機能喪失



水素の掃気が止ると

• 放射線による水の分解で水素発生

• 圧縮空気によって水素を絶えず掃気

• 掃気が止ると１～２時間で水素爆発

⇒・閉じ込め機能の破壊

・冷却機能の破壊




